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こんにちは。発達支援サークル で・こぼ です。 

いよいよ、学校では学年最終学期を迎えました。そして、幼稚園・保育園年長児の保護者様におかれ  

ましては、就学へ向けての期待や不安が膨らむ時期に入られたのではないでしょうか？ 

さて、今回は“就学にむけて考えたいこと”について、お話ししたいと思います。 

就学相談を受けられた家庭は、すでに就学先を決定されていることでしょう。 

 

“通常学級の判定を受けられた方”、“通常学級を選択された方”保護者としてのスタートは     

これからです。 

通常学級と支援学級などでは、子どもをとりまく学習・生活環境が大きく違います。 

また、得られる配慮のスタートも違ってきます。 

通常学級で“お子様にふさわしい配慮が得られないのか？”。 

もちろん、必要な配慮は得られます。 

文科省の発表によると、通常学級1クラスに約6％の発達障害などの生徒が在籍します。 

また、診断のつかない、いわゆる境界域の生徒が在籍することも考えると、相当数の、支援が必要な  

生徒が在籍していると考えられます。 

その教室の中で、ご自身のお子さんにとって“必要と思われる配慮”を得たい場合には、その配慮が必

要であること、またはどのような配慮が必要なのかを、学校と相談し、必要であると判断いただかなく

てはなりません。そして、通常学級の中で行われる教育は、文科省の学習指導要領に沿ってすすめられ

ているため、通常学級では、たとえ支援であっても、その範囲を逸脱した教育を行うことはできません。 

わかりやすく言うと、小学 4 年生の児童（漢字の習得が 1 年生まで）が、国語のテストにおいて、   

漢字が読めずに問題が解けない場合の支援として、“一人だけテストの問題を下の学年の内容に変更 

して実施することはできない”ということです。 

では、どのようにしたらよいか？ 

このように、読み書き障害がみられる場合には、「漢字にフリガナを付けていただく」「読み上げでの  

テストを行う」などの支援を、必要であると判断された場合には得られます。 

その「必要である！」ということを、学校側と相談して決めていくのが保護者の役目です。 

学年によって、困り感や支援の内容が変わってきます。ですから、継続的な視点で、支援について   

考えていかなければならないと思います。 

それが、たとえ“特別支援学級”の判定に対して、保護者が“通常学級”を選択した場合もです。 

カリキュラムが違うので、通常学級の中では行えない支援も出てくることはありますが、困っている子

どものために、何らかの支援方法を学校と相談する必要があります。 

 

支援とは、その子にとって、潜在能力を十分に発揮できる、手助けとなるものでなくてはならないと  

考えています。過剰な支援を求めることも、時には発揮できる能力を奪うことにつながることがある、   

という事も、私たち保護者は知らなくてはならないと思います。 

一人で悩まずに、一緒に考えさせてください。 
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